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私
た
ち
は
、
今
こ
そ
ニ
＋

一

世
紀
、
い
や
千
年
も
万
年
も
の

未
来
を
地
球
の
存
在
に
か
け
て

美
し
い
恵
み
豊
な
郷
ナ
と
し
て

そ
の
カ
を
培
養
し
て
行
か
ね
ぱ

な
り
ま
せ
ん
。
 

自
然
環
境
の
保
謹
、
生
活
環
境

の
保
全
を
前
面
に
打
ち
出
し
な

が
ら
，
陽
の
あ
た
ら
ぬ
方
々
に

は
暖
い
主
を
さ
し

の
べ
つ
つ
、
 

最
も
効
率
的
な
情
報
化
社
会
を

め
ざ
し
て
、
交
通
、
通
信
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
て
、
 「津

軽
の
中
の
津
軽
」
を
自
認
す
る

い
わ
ゆ
る
広
域
中
核
都
市
と
し

て
、
産
業
構
造
を
改
変
さ
せ
教

育
、
文
化
の
薫
り
高
く
、
そ
し

て
少
年
に
も
、
お
と
し
よ
り
に

も
魅
力
あ
る
世
紀
の
花
咲
く
五

所
川
原
に
し
た
い
も
の
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
今
ま
さ
に
そ
の
 

瑞
雪
の
新
年
を
迎
え
て
、
四
季

画
然
た
る
郷
土
の
風
土
に
改
め

て
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

そ
れ
は
、
自
然
と
人
間
生
活
の

調
和
の
な
か
に
永
年
に
亘
っ
て

培
れ
て
来
た
見
事
な
傑
作
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。
 

北
緯
4
0度
の
わ
が
ふ
る
さ
と

は
、
緯
度
に
比
し
て
は
、
気
候

は
温
和
で
あ
り
、
そ
の
自
然
生

産
カ
は
世
界
の
河
処
よ
り
も
高

く
、
そ
の
生
産
物
は
豊
な
山
の
 

さ
ち
、
海
の
さ
ち
と
し
て
 
》
 

》
 

れ
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

私
た
ち
の
日
々
の
営
み
は
地

球
に
刻
み
こ
む
彫
刻
家
の
そ
れ

の
よ
う
に
、
芸
術
性
の
高
い
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
同

様
に
、
政
治
や
行
政
の
指
向
は

価
値
あ
る
加
工

ー
ー
八
間
活
動

に
ほ
か
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
」
〕
 

私
は
さ
き
に
、
市
制
二
十
周
年

を
記
念
し
て
「
緑
の
自
然
、
緑

の
学
園
、
縁
の
都
市
」
を
標
傍

し
た
所
以
も
こ

・
に
あ
り
ま
す
，
“
 

即
ち
地
球
は
計
量
出
来
る
ー
つ

の
物
体
で
あ
り
、
世
界
の
資
源

は
有
限
の
そ
れ
で
あ
り
、
私
た

ち
の
郷
土
五
所
川
原
は
ー

パ
七

平
方
粁
の
小
さ
な
測
定
出
来
る
 

土
地
を
占
有
し
て
い
る
に
過
ぎ

な
い
の
で
す
。
 

基
盤
づ
く
り
は
出
来
上
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。
 

国
道
「ニ
三
九
号
の
昇
格
、
大

規
模
広
域
農
道
の
実
現
、
土
地

改
良
事
業
の
全
圃
場
面
積
の
五
 

C
パ

ー
セ
ン
ト
完
了
・
五
所
川

原
地
方
総
合
卸
売
市
場
、
農
工

拠
点
団
地
、
広
田
住
宅
団
地
着

工
、
菊
ケ
丘
運
動
公
園
、
岩
木

川
河
川
公
園
造
成
・
国
体
道
路

整
偏
、
下
水
道
の
着
工
、
七
和

高
校
県
立
移
管
の
準
備
・
こ
と

ば
の
教
室
の
開
設
、
駅
舎
の
建

設
予
定
等
々

ー
ー
 

こ
、
に
謹
ん
で
先
人
の
偉
業

に
感
謝
し
つ
、
市
民
の
ひ
と
り

ひ
と
り
の
し
あ
わ
せ
を
希
い
御

教
導
を
期
待
申
し
あ
げ
て
、
年

頭
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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市政についての

行事や予定は 

市
内
子
ど
も
会
球
技
大
会
 

②
 

市
民
の
み
な
さ
ん
、
あ
け
ま

し
て
お
め
で
と
う
ご
ぎ
い
ま
す
。
 

こ
こ
に
希
 

望
に
あ
ふ
れ
 

た
新
年
を
迎
 

え
る
に
あ
た
っ
で
市
議
会
を
代

表
し
、
み
な
さ
ま
方
の
ご
清
福

と
ご
繁
栄
を
心
か
ら
お
祈
り
中

し
あ
げ
ま
す
。
 

昨
年
は
市
制
二
十
周
年
を
迎

え
、
み
な
さ
ん
と
と
も
に
喜
び

合
い
勇
躍
、
青
年
都
市
の
仲
間

入
り
を
い
た
し
ま
し
た
。
街
な
 
 

み
も
、
青
年
都
市
に
ふ
さ
わ
し

く
都
市
機
能
も
着
々
と
充
実
さ

れ
、
名
実
と
も
に
西
北
地
方
の

中
心
都
市
と
し
て
、
隆
盛
の
一

途
を
た
ど
っ
て
お
り
ま
す
《
】
 

し
か
し
な
が
ら
ご
承
知
の
よ

う
に
近
年
に
お
け
る
社
会
の
状

況
は
、
イ
ン
フ
レ
、
物
価
高
、
 

不
況
等
、
市
民
生
活
を
圧
這
す

る
要
因
が
あ
ま
り
に
も
多
く
な

っ
て
お
り
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
動
向
に
対
毒
ー
〕
 

て
市
民
生
活
の
安
定
と
編
祉
の

向
上
を
図
る
に
は
、
市
民
の
み

な
さ
ん
と
行
政
が
真
に
密
着
し

諸
施
策
の
計
画
実
施
が
緊
要
で
 
 

あ
り
ま
す
。
 こ
の
こ
と
は
私
共

に
も
課
さ
れ
た
大
き
な
責
務
で

あ
り
ま
す
。
 

今
年
は

一
層
の
躍
進
の
年
と

し
て
、
市
政
全
般
に
わ
た
り
、
 

讐

み
活動
を
通
じ
て
簿
身
の
努

力
を
傾
注
し
で
参
る
決
意
で
あ

り
ま
す
。
 ど
う
か
、
旧
に
倍
す

る
ご
指
導
ご
鞭
捷
を
お

願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
 

年
頭
に
あ
た
り
、
い
 

さ
さ
か
所
感
を
の
べ
で
ご
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
 

議
長
 
秋

田
長

兵
衛
 

県
政
を
司
る
重
要
な
役
割
を

果
た
す
「
青
森
県
知
事
選
挙
」
 

が
二
月
二
日
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。
 

二
月
二
日
の
投
票
日
に
は
、
 

候
補
者
の
識
見
を
十
分
見
き
わ

め
こ
ぞ
っ
て
投
票
に
参
加
し
、
 

貴
重
な
一
票
を
行
使
し
ま
し
よ
 

・

フ
。
 

投
票
の
日
時
 

ニ
月
ニ
日
（
日
）
、
午
前
七

時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
 

選
挙
権
に
つ
い
て
 

住
民
基
本
台
帳
に
記
献
さ
れ

次
の
要
件
を
備
え
て
い
る
こ
と
 

〈
住所
要
件
）
 
昭
和
五
十

年

一
月
六
日
現
在
で
、
三
カ
月

以
上
引
ぎ
続
き
住
所
を
有
し
て

い
る
こ
と
 

〈年
齢
要
件
〉
 
昭
和
三
十
 

▽
と
き
 
一
月
十
二
日

（
日
 

）
午
前
九
時
か
ら
午
後
三
時
ま

で
 ワ

と
こ
ろ
 
市
立
第

一
中
学

校
、
4
1央
小
学
校
 

▽
種
目
 
卓
球
、
 
、
ド
ッ
ジ
ボ
 

ー
ル

（小
学
生
）
 
、バ
レ
ー
ボ

ー
ル

（
中
学生
）
 

▽
お
申
込
み
 

出
場
を
希
望
す
る
小
、
中
学

生
は
、
 一
月
八
日
ま
で
、
住
ん

で
い
る
町
内
ま
た
は
部
落
の
子

ど
も
会
の
世
話
人
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
 

年
二
月
二
日
a
前

」
生
ま
れ
た

人
 市

内
転
居
者
の
投
票
所
は
 

昭
和
四
十
九
年
十
二
月
十
五

日
ま
で
に
転
居
届
を
し
た
者
は

新
し
い
住
所
の
投
票
所
で
 

昭
和
四
十
九
年
十
二
月
二
十

七
日
か
ら
昭
和
五
十
年
二
月
一
一

日
ま
で
に
転
皆
届
を
し
た
者
は

前
の
住
所
の
投
票
所
で
 

入
場
券
は
 

発
行
し
ま
せ
ん
の
で
、
投
巣

当
日
住
所
地
の
投
票
所
へ
行
っ

で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。
 

不
在
投
票
 

昭
和
五
十
年

一
月
八
日
か
ら

同
年
二
月
一
日
ま
で
。
 （午
前

八
時
半
か
ら
午
後
五
時
ま
で
）
 

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
 

「
市
長
、

テ
レ
ビ
ー
 

r
ー

で
新
春
放
送
ー
 

佐
々
木
市
長
は
、
新
年
を
迎

え
次
の
日
程
で
テ
レ
ビ
に
よ
る
 

「新
春
放
送
」
を
お
こ
な
い
ま

す
め
で
、
み
な
さ
ん
の
ご
視
聴

を
お
願
い
し
ま
す
。
 

▽
A
T
v
（
青
森
テ
レ
ビ）
 

一
月
三
日
午
後
五
時
半
ー
午

後
五
時
四
十
五
分
 

▽
R
A
B
（青
森
放
送
テ
レ

ビ
）
 

一
月
三
日
午
前
九
時
ー
午
前

九
時
十
五
分
 

昭
和
五
十
年

一
月
八
日
か
ら

一
月
十
日
ま
で
。
 （
午前
八
時

半
か
ら
午
後
五
時
ま
で
）
 

記
号
式
投
票
で
す
 

候
補
者
氏
名
の
上
の
欄
に
 

〇
印
を
押
す
コ
」
汁f
推
果
で
す
亡
 

た
だ
し
、
不
在
投
票
は
候
補

者
の
氏
名
を
書
く
記
名
式
投
巣

で
す
。
 

不
在
者
投
票
な
ど
、
そ
の
他

選
挙
に
つ
い
て
不
明
の
点
は
、
 

市
選
挙
管
理
委
員
会

（電
話
⑤

二
「
一
一
番
）
に
お
問
い
あ
わ

せ
く
だ
さ
い
。
 

「
中

央
公
民

館

の

J
 

F
電
話
が
直
通

に

L
 

十
一
一H
一
目
か
ら
市
中
央
公

民
館
（
図
書
館
青
少
年
補
導
セ

ン
タ
ー
）
の
電
話
（
⑤
」
一
三
五

ニ
番
）
が
直
通
に
な
り
ま
し
た
。
 

た
だ
し
、
同
館
二
階
会
議
室

に
ご
用
の
方
は
、
④
局
の
三

一

九
ニ
番
を
ご
利
用
願
い
ま
す
。
 

ー
出

稼
者
技
能
 

講
習

会

を
開

く

t
 

夏
の
出
か
せ
いく
者
を
対
象
に

次
の
日
程
で
「
技
能
講
習
会
」
 

を
開
き
ま
す
。
 

▽
と
き
 
一
月
二
十
、
二
十

一
の
両
日
、
午
前
九
時
か
ら
午

後
五
時
ま
で
 

▽
と
こ
ろ
 
市
山
本
町
「
鶴

又
ビ
ル
」
 
五
階
 

〈
種
目
）
 
ガス
溶
接
（
経
験

不
要
）
 

マ
定
員
 
七
十
人
 

（
五所
川
原
公
共
職
業
安
定

所
）
 

進
の

年

と
し

た
 

、
  

し
 

秋田議長 

県
知
事

選
挙
の

殺
票
難
警

す
 

ニ
・
・ー
…
 

・
・
‘
・
！
・

一
二

・
《
・
一
…

・
・
 

r、
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叙
勲
祝
賀
会
で
 

一
番
）
 

＠
東
京
出
稼
援
護
相
談
所
 

（
東
京
都
台
東
区
東
上
野
三
の
 

一
四
の
一
二
「
電
話
八
三
一
局
 

五
八
八
七
番
）
 

＠
青
森
県
大
阪
事
務
所
 

（
大
阪
市北
区
曽
根
埼
上
四
丁
 

目
二

C
番
地
、
大
阪
駅
前
第

ー
 

ピ
ル
九
階
 
電
話
三
四

一
局
一
「
 

一
八
四
番
）
 

＠
大
阪
出
稼
援
護
相
談
所
 

（
大阪
市
北
区
兎
我
野
町
九

一

電
話
三
一
二
局

一
八
五
九
番
）
 

＠
青
森
県
名
古
屋
事
務
所
 

（
名古
屋
市
中
区
栄
四

1
目

一
 

の
一
中
部
日
本
ビ
”I一
四
階
 電

話
二
五

一
局
二
八
〇

一
番
）
 

＠
名
古
屋
出
稼
援
護
相
談
所
 

（
名
古
堅
市中
村
区
弥
宣
町
三

の
三
の
一
 
電
話
五
八

一
局
七
 

O
一
八
番
）
 

＠
青
森
県
北
海
道
事

務
所
 

（
札幌
市
北
一
条
西
一
一
 

丁
目
、
北
海
道
経
済
七

ン
タ
ー
五
階
、
 

電
話
二
四
一
局
六
四
四

O
番
）
 

回
札
幌
出
稼
援
護
相
談
所
 

（
札幌
市
北
九
条
西
三
丁
目
四

の
一
電
話
七
三
局
三

工
」七
番
」
 

＠
横
浜
畠
稼
援
護
相
談
所
 

（横
浜
市
神
奈
川
区
台
町

一
七

の
四
 
電
話
三

一
一
局
六
一
一

七
番
）
 

〔
『
知
っ
て
お
く

こ
と
が
ら
〕
 

1
賃
金
に
つ
い

て
ー
現
金
で

ー
 

薦
接
本
人
に

ー
 

全
額
を

ー
月
一
 

回
以
上
ー
き
ま
 

二
二
こ
、ニ
み
」
一
、
ヲ
 

】
『
＋r「
？
m
海
川
『
 

っ
た
日
に
支
払
 

う
。
ま
た
、
死
亡
ま
た
は
退
職

の
場
合
、
請
求
す
る
と
七
日
以

・

内
に
支
払
う
こ
と
が
法
律
で
き
 

め
ら
れ
て
い
る
。
 

色
こ
ま
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ら
。
 

⑨
青
森
県
東
京
事
務
所
 

（
東京
都
千
代
田
区
平
河
町
一
一

の
六

S
三
、
都
道
府
県
会
館
別

館
四
階
電
話
二
六

一
局
O
一
（
〕
 

コ
マ
ッ
タ
こ
と
が
あ
っ
た
ら
 

議
「
紺
缶の
 

・
 

一
 、
 

!
 

‘
・
 

、
 

新
民
生
（
児
童
）
委
員
 

旧
市
内
 

外
崎
源
次
郎
、
三
上
善
治
、
 

岩
谷
勇
、
島
口
慶
治
、
外
崎
清

七
、
工
藤
金
造
、
斎
藤
長
三
郎

安
田
義

一
、
藤
田
留
作
、
坂
本

憲
泰
、
新
谷
与
惣
治
、
小
山
田

鳳
隆
、
成
田
ト
ミ
エ
、
山
川
芳

雄
、
岩
谷
甚
逸
、
成
田
実
、
鳴

海
清
太
郎
、
前
田
つ
な
 

菊
地
初
代
、
川
村
篤
代
、
神

幸
一
、
斎
藤
き
よ
、
鶴
谷
ヤ
ナ

伊
藤
正
雄
、
毛
内
金
次
郎
、
北

岡
得
次
、
石
井
柾
次
郎
、
坂
本
 

③
 

栄
三
、
長
内
縫
、
金
沢
寛
、
成

田
栄
、
木
村
昂
悦
、
飛
島
忠
昭

斎
藤
万
之
並
、
寺
田
清
、
横
村
 

ヤ
ョ
、
飛
島
楽
、
小
山
未
推

松
 
島
 

寺
囲
ま
つ
、
佐
藤
甚
一
、
新

谷
良

】
、
湊
谷
辰
五
郎
、
高
橋

豊
次
郎
、
高
橋
亀
太
郎
、
小
山

内
与
之
助
、
森
敏
雄
、
小
野
清

美
、
小
野
徳
右
工
門
 

飯
 
詰
 

安
田
テ
ル
、
三
浦

一
正
、
鳴

海
鶴
松
、
竹
林
き
よ
み
、
対
馬

ミ
チ
へ
、
鳴
海
与
之
進
 

栄
 

姥
名
誠

一
、
木
村
柾
次
郎
、
 

藤
田
勇
勝
、
菊
地
良
市
、

一
戸

賢
盛
、
三
橋
敬
蔵
 

長
 
橋
 

昨
年
春
か
ら
秋
に
か
け
、
政

府
の
叙
勲
を
皿
ス
けた
川
村
長
吉

氏
ら
三
氏
の
叙
勲
祝
賀
会
が
こ

の
ほ
ど
市
民
文
化
会
館
で
開
か

れ
、
お
祝
い
し
ま
し
た
。
 

祝
賀
会
に
招
か
れ
た
の
は
、
 

昨
年
四
月
二
十
九
日
、
勲
七
等

端
宝
章
を
受
け
た
川
村
長
吉
氏

同
十

一
月
三
日
勲
五
等
端
宝
章

を
受
け
た
江
渡
哲
哉
氏
、
勲
七

等
青
色
桐
葉
章
を
受
け
た
木
村

三
太
郎
氏
の
三
人
で
す

c
 

祝
賀
会
で
は
佐
々
木
市
長
が
 

「
こ
れ
か
ら
も
健
康
に
留
意
さ

れ
！
 私
た
ち
を
導
く
灯
と
な
っ

て
ほ
し
い
」
と
お
祝
の
こ
と
ぱ

を
述
ぺ
ま
し
た
 
ま
た
村
上
商

工
会
議
所
会
頭
か
ら
記
念
品
が

贈
ら
れ
た
あ
と
、
江
渡
哲
哉
氏

が
受
章
者
を
代
表
し
て
お
札
の

こ
と
ぱ
を
述
べ
ま
し
た
。
 

片
岡
勝
雄
、
笹
森
幸
作
、
石

岡
粕
蔵
、
伊
藤
重
雄
、
小
田
桐

銀
次
郎
、
長
尾
善
五
郎
、
工
藤

磯
次
、
葛
西
け
い
こ
、
山
内
清

祐
 七

 
和
 

阿
部
慶
吉
、
今
柾
太
郎
、
伊

藤
健
四
郎
、
阿
部
は

つ
よ
、
小

笠
原
正
広
、
楠
美
せ
つ
、
工
藤

博
男
、
外
崎
兼
作
 

梅
 
沢
 

福
井
勇
次
、
竹
谷

一
吉
、
関

勝
衛
 

三
 
好
 

野
呂
金
八
郎
、
川
浪
勝
栄
、
 

一
戸
万
助
、
長
尾
茂
実
、
川
浪

良
造
、
木
村
与
五
郎
 

中
 
川
 

館
山
友
次
郎
、
小
野
松
夫
、
 

秋
田
正

一
、
岡
田
米

一
、
吉
岡

仁
左
工
門
、
吉
岡
勘
十
郎
、
外

崎
清

一
 

混
沙
門
、
長
富
 

北
川
鉄
推
、
杉
山
伸
彦
、
太

田
善
七
、
木
村
清
八
、
山
口
吉
 

弥
 

（
敬称
略
〕
 

べ
、
 

森
林
法
の

一

部
改
正
に
よ
り

十
月
三
十
一
日

か
ら
民
有
林
内

で
一
定
規
模
以

上
の
開
発
を
す

る
場
合
は
、
県

知
事
の
許
可
が

必
要
と
な
り
ま

し
た
。
 

対
象
と
な
る
 

民
有
林
 

一
般
私
有
林
、

市
町
村
有
林

財
産
区
有
林
、
大
字
有
林
、
共

有
林
、
会
社
有
林
な
ど
 

一
定
ガ
規
模
と
は
 

面
積

ー
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
開
発

と
車
巾
三
訂
以
上
の
道
路
の
新

改
築
 

対
象
と
な
る
開
発
と
は
 

一
、
土
石
、
砂
、
樹
根
の
採

堀
二
、
開
墾
地
、
 草
地
、
樹
園
 
 

地
等
の
造
成
 

三
、
宅
地
造
成
、
ゴ
ル
フ
場

レ
ジ
ャ
ー
施
設
な
ど
の
造
成
 

た
だ
し
、
保
安
林
内
の
場
合

は
、
い
か
な
る
開
発
、
行
為
で

も
知
事
ま
た
は
農
林
大
臣
の
許

可
が
必
嬰
で
す
。
 

な
お
、
県
知
事
の
許
可
を
必

要
と
し
な
い
も
の
な
ど
、
詳
し

く
は
北
農
林
事
務
所
（
電
話
⑤

二
三

O
六
番
）
に
お
間
い
あ
わ

せ
く
だ
さ
い
。
 

「民有林の開発コ 
l11 釦'1I ,it.以上は許可制にー」 



「
 
知
っ

て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
 

⑥
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
抜
枠
）
 

（
事業
者
の
責
務
）
 

第
三
条
 
事
業
者
は
そ
の
事
業
活
動
に
伴
っ

て
生
じ
た

廃
棄
物
（
ゴ

ミ
）
を
自
ら
の
責
任
に
お

い
て
適
正
に
処
理

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
（法

一
三
七
号
）
 

注
 
業
務
用
、．
営
業
用
の
ゴ
ミ
に
つ
い
て
は
、
自
分
の

資
任
に
お
い
て
処
理
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

」
 

今
年
は
農
業
委
員

の
選
挙
の

年
で
す
 

「
指
名
願
い
の
提
出J
 

「選
挙
人
名
簿
」
の
作
成
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
 

［
は
ニ
月
末
ま

で
L
 

社
 

潮
 

な
邦

き
 

の
 

橋
異

狭
 

東
 
ユ
 

す
 

房
社
 

t・
聞
 

新
 

出

売
 

河
読
 

己

一
ニ子
 
郎
 
一
后
修
子

蔵
一
一
栄

造
子
 
止
 
一
 

克

常
愛
 
寛
 

淳
皇
 

綾

悠
貞
 
恭
美
 

幹
。
 

田
 

、
保
 

谷
 
由
 

』
 

中
山
藤
 

m
 
辺

乳
ー

野

谷
森
 
木

相
沼

り
 

田
寺
佐
 

小
 
渡

天
木
曽

淡
笹
泉
高
倉
 

小
 カ
 

(4
自然科学）新着図書のご案内 

高 木 昇 環 境研究 第 7 公害調査七ン

成 田 伝 蔵 青森県のきのこと山菜 東奥 日 報 

(5．工 	学） 
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35年のあゆみ 

日本商工会議所 わが国工業技術の現状 日本商工会I 
特 許 庁 発明考案の紹介 緯 言午 

公害調査七ンター 

東奥 日 報社 

ダイヤモンド社 

日本商工会議所

特 許 庁 
日本商工会議所

持 

(8．語 	学） 

長谷川国雄 

(9．文 	学） 

住 井 す 東 

カ 	ミ 	-3. 
川
人
 

新
 

し、 

ク 

門 ジ 

リチャード・バック 

幸 田 文

桜 田 満 

l 

ク 

現代用語の基礎知‘ 

別冊大陽棟方志功

津 軽 童 戯 集

懐かしの歌謡曲集

最近のヒ・ノト曲集 

平 

ク 

学習研究社 

ク 

文芸春秋社 

放送ジャーナル

旺 文 社 

ク 

ク 

北 の 街 社 

津 軽 書 房 

ク 

学習研究社

角 川 書 店

五所川p.'「句会

講 談 社 

け
 

雪 	 舞 

あ け ぼ の 集 

解 説

虚 構 の 家

袖振 り 合 う も

続々々 教育長日記

評論闘、状況, 表現

津 軽 の 人 々

パ ル タ イ 

北 の 潮 騒 

も え る貨物列車 

雪
あ
 

かもめのジョナサン

闘 

現代日本文学アルバム

島 崎 藤 村

志 賀 直 哉 

ノ、イ ネ恋愛詩集 

暦 	 日

私のなかの男たち

わがルバング島の 

30年戦争 

綱
郎
正

助
 

一
  

芸

場

藤
 

z
 

く

馬
斎
 
桜川 ひ ろ 

ク 

社
房

店
 

虫
【
 
書

凡

ー
 
ー
 

明

岡

契

、
水
 

ク 

自 由国民社 

?
)
 

市
農
業
委
員
会
で
は
、
毎
年

農
業
委
員
の
選
挙
人
名
簿
を
つ

く
る
た
め
再
堅
豪
の皆
さ
ん
か
ら
 

「農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名

簿
登
載
申
請
血
ご
を
、市
農
業
委

員
会
あ
て
提
出
し
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
 

こ
れ
は
、
法
律
に
基
づ

い
て

作
成
さ
れ
る
も
の
で
、
昭
和
五

＋
年
度
も
】
月
一
日
現
在
で
作

成
さ
れ
ま
す
。
 

選
挙
人
名
簿
に
登
載
さ
れ
る

資
格
は
、
次
の
条
件
が
そ
ろ
っ

て
い
る
農
家
が
対
象
に
な
り
ま

す
。
市
の
農
業
委
員
を
選
ぶ
大

切
な
資
格
で
す
か
ら
資
格
の
あ

る
農
家
の
方
は
も
れ
な
く
こ
の

申
請
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
 

＠
申
請
書
の
配
布
、
取
り
ま
と

め
方
法
 

申
請
書
は
、
十
二
月
二
十
六

日
ご
ろ
行
政
連
絡
員
（
旧
市
内

は
農
業
組
合
長
な
ど
）
を
通
じ

て
各
農
家
の
み
な
さ
ん
へ
配
布
 

（取
ま
と
め
）
し

て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
か
ら

一
月
八
日
ま
で
に
か
な
ら
ず
提

出
し
て
く
だ
さ

い
。
 

＠
選
挙
資
格
の
あ
る
人
 

市
内
に
住
所
の
あ
る
方
で

十
ァ

ー
ル
以
上
の
農
地
を
耕
作
し

て
い
る
世
帯
で

一
年
に
六
ド
日

以
上
耕
作
に
従
事
し
て
 
る
者
。
 

昭
和
三
十
年
四

月

一
日
以

前
に
生
ま
れ
た
満
ニ
十
歳
以
上

の
者
で
、
農
家
世
帯
と
同
居
し

て
い
る
親
族
で
あ
る
こ
と
。
 

十
ア
ー
ル
以
上
耕
作
し
て

い
る
農
業
生
産
法
人

の
組
合
員
。
 

ま
た
は
社
員
。
 
（
一
年
に
六
十

日
以
上
耕
作
に
従
事
す
る
者
）
 

記
載
上
の
注
意
 

（農
家
が
記
入
す
る
と
こ
ろ
）
 

】
、
申
請
者
の
住
所
氏
名
 

耕
作
面
積
 

選
挙
権
の
あ
る
世
帯
員
の
 

書
用
紙
の
配
布
に
な
ら
な
い
方

は
市
農
業
委
員
会
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
 

連
絡
先
 

電
話
 
⑤
ー
二
 
一
一
 

（
内
線
三
一
一
番
）
 

国
土
利
用
計

画
法
が
施
行
さ

れ
国
土
の
利
用

は
、
公
共
の
福

祉
を
優
先
さ
せ

自
然
環
境
の
保

全
を
図
り
、
自

然
的
、
社
会
的

文
化
的
諸
条
件

を
配
慮
し
健
康

で
文
化
的
な
生

活
環
境
を
図
る

法
律
で
、
つ
ぎ
 

の
こ
と
に

つ
い
て
今
後
市
を
経

由
し
て
県
知
事
に
届
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
 

①
、
都
市
計
画
区
域
、
五
、
〇

〇
〇
平
方
米
以
上
 

②
、
都
市
計
画
区
域
以
外

の
区

域
、
 一
〇
、
〇
〇
〇
平
方
米
以

上
。
 

こ
の
面
積
の
所
有
権
の
移
転

権
利
の
設
定
等
は
、
届
出
を
し
 
 

て
か
ら
六
週
間
は
契
約

（仮
契

約
も
同
じ
）
で
き
な
い
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
届
出
を
し
な

い
で
契
約
を
し
た
場
合
は
罰
則

規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
か

ら
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

＠
詳
し
い
こ
と
は
市
情
報
課

r
 

お
間
い
あ
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

江
渡
氏
五
万
円
 

寄
贈
 

市
の
文
化
褒
賞
と
勲
五
等
端

宝
章
を
受
章
し
た
江
渡
哲
哉
氏

廿
市
内
旭
町
廿
は
こ
の
ほ
ど
、
 

受
章
し
た
感
謝
の
し
る
し
に
と

財
団
法
人
市
教
育
振
興
会

に
五

万
円
を
寄
贈
し
ま
し
た
。
 

「
醸
纏
ロ
 

冬
季
間
は
、
偵
雪
の
た
め
ゴ

ミ
収
集
車
の
巡
回
が
で
き
な
い

小
路
が
で
て
き
ま
す
。
 

こ
の
た
め
、
地
元
の
関
係
者
 

は
自
主
的
に
収
集
車
の
入
れ
る

と
こ
ろ
ま
で
ゴ
ミ
を
搬
出
す
る

よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

（市
生
活
環
境
課
）
 

簡
保
、
新
加
入
 

運
動
に
協
力
を
 

五
所
川
原
郵
便
局
で
は
、
さ

る
十

一
月
十
六
日
か
ら

一
月
十

五
日
ま
で
の
間
を
開
局
百
年
、
 

局
舎
新
築
落
成
記
念
簡
易
保
険

募
集
増
強
運
動
を
展
開
し
、
み

な
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
市
に

対
す
る
簡
保
融
資
の
ワ
ク
も
広

げ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
 

さ
ら
に
郵
政
省
で
は
、
全
国

運
動
と
し
て
一
月
か
ら
】ニ
月
ま

で
を
、
 
「
明
る
い
住
み
よ
い
く

ら
し
の
生
計
新
加
入
運
動
」
を

政
府
関
係
機
関
、
地
方
公
共
団

体
な
ど
の
後
援
の
も
と
に
展
開

さ
れ
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

（五
所
川
原
郵
便
局
）
 

昭
和
五
十
年
度
に
市
で
発
注

す
る
土
木
工
事
と
建
築
工
事
、
 

そ
の
他
工
事
の
指
名
を
受
け
よ

う
と
す
る
業
者
は
建
設
省
の
指

定
す
る
様
式
に
従
っ
て
、
二
月

二
十
八
日
（
金
曜
日
）
正
午
ま

で
、
市
建
設
課
庶
務
係
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
工
事
現
場
で
働
く
人

々
が
退
職
金
を
も
ら
え
る
よ
う

建
設
業
退
職
金
共
済
制
度
に
加

入
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
 

な
お
不
明
な
点
、
記
載
上
お

わ
か
り
に
く
い
点
、
登
載
申
請

氏
名
、
続
柄
 

四
、
生
年
月
日
 

な
お
不
明
な
点
、
 

わ
か
り
に
く
い
点
、
 

畿 5千平方気以上など 
移転等は届出を 

(
 


